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取扱説明書
屋内・屋外兼用墨出し器

■
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■
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■

ご使用ください。

■

■

■を次のように使い分けています。いずれも安全に関する重要な内容で

のクラス２Ｍまたは1Ｍに準拠していますが、以下の内容に注意してください。

取り扱いを誤ると使用者が死亡または障害を負う

可能性のある内容です。

光学器具で直接レーザー光を見ないでください。

望遠鏡やルーペなどでレーザー光を直接見ると危険です。

レーザー光を直接のぞかないでください。

レーザー光路は眼の高さを避けてください。

レーザー光路に立ち入らないようにしてください。

レーザー光路に反射物を置かないでください。

レーザー光を他の人に向けないでください。

たは物損事故が発生する可能性のある内容です。

本機を分解、改造すると故障、感電の原因となります。

長期間ご使用にならない場合は乾電池を取り出してください。

乾電池から液が漏れ出して、故障の原因となります。

使用者への安全教育についてレーザー光の性質、危険性などに

ついて、十分ご理解の上ご使用ください。

レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。

障害が疑われる場合は速やかに医師の診断を受けてください。

本機の特徴 主要機能

安全・使用上の注意事項

作業前には点検を行い精度を確認してください。

精度の確認方法通りに、作業前に必ず精度確認を行ってください。

点検しないと、誤差が生じた場合に誤った作業をすることになります。

詳しくは、【 精度の点検】をご覧ください。

強い振動・衝撃を与えないでください。

過度な衝撃は破損や性能低下をまねくことがあります。

振動や衝撃が加わった場合には精度の点検を行ってください。

本機を移動させるときは電源をＬＯＣＫ-ＯＦＦにしてからお持ちください。

作業が終了したら電源スイッチをＬＯＣＫ－ＯＦＦ側にいっぱいまで回してください。

電源がＯＦＦになるのと内部がロックされます。電源スイッチは途中で止めないでください。

ロックが不十分だと移動の際、内部に大きなダメージが加わる可能性が高くなります。

異常が認められた時は、本機をお使いにならないでください。

すぐに使用を中止して、お買い上げ店または、最寄りの当社営業所にお申し付けください。

ライン光の交点およびポイント光付近では受光器を使用しないでください。

水平ライン光と垂直ライン光との交差付近およびポイント光付近ではレーザー光の出力が

高まるため受光器での検出ができませんので本機を水平回転させるか検出位置を変更して

ライン光上のポイント光は明るい場所などでラインがはっきりみえないとき

の目安とするものなので、ポイント光で墨出し作業はしないでください。

ラインポイント光は水平ライン光と垂直ライン光の交差付近および垂直ライン光の所定の

位置に調整されていますが、精度を保障するものではありません。

電源スイッチをＯＮ側に回してレーザーが点灯しない場合は、本体を２,３回

軽く振ってください。

本機を２,３回軽く振ってもレーザーが点灯しない場合は、使用を中止して、お買い

上げ店または、最寄りの当社営業所にお申し付けください。

運搬する場合は収納ケースに入れて運んでください。

本機は必ずケースに入れ、高温、多湿、振動、ほこりの多い場所を避けて

保管してください。

レーザー光射出口の窓は光学ガラスを採用しているため汚れると高精度

の検出ができなくなることがありますので、柔らかい布などでふき取って

ください。

本機が汚れたときは、乾いた柔らかい布でふいてください。

汚れがひどいときは、水にひたした布をよくしぼってふき取ります。

その後、もう一度乾いた柔らかい布で水分をふき取ってください。

・ アルコール、ベンジン、シンナーなど揮発性のものは使わないで

ください。

(変色、変形、変質など故障の原因になります。）

よう衝撃性を向上しました。（当社同等品と比べて）

本機に直接衝撃を受けた場合に性能を著しく損なうことがない

耐衝撃性向上について

防塵・防水仕様について
保護等級 Ｉ Ｐ ５ ４ ですので屋外での作業にもご使用になれます。

故障の原因となることがあります。

本機は保護等級 Ｉ Ｐ ５ ４ ですが水洗いはしないでください。

（ １ ０ ｍ 先で床面から約 １ . ５ ｍ 上方）を投射します。

垂直ラインポイントは垂直ライン光の水平位置から少し上方にポイント光

水平ラインポイントは垂直ライン光との交点付近にポイント光を投射します。

ラインポイントについて

光 源 赤色半導体レーザー

波 長 ６３５ｎｍ（スポット光６５０ ｎｍ）

各２.５ｍＷ以下(クラス２Ｍ)光 出 力

１ . ５ ｍｍ（下部スポット光）

２．５ｍｍ／１０ｍ

垂直 1 3 0 °± 1 0 ％ 、水平 1 4 0 °以上

３モード（ろく、さげふり・ろく、おおがね・通り芯＋ろく）

受 光 器 ﾓ ｰ ﾄ ﾞ

指 示 方 式

鉛直指示範囲

制 動 方 式

精 度

２モード（通常:連続点灯、受光器モー ド:受光器用パルス点灯）

ジンバル機構による自動鉛直水平指示

（鉛直水平センサーにより範囲外は消灯で警告）±２ ．５°

マグネットダンパー方式

投 射 光 ±１ｍｍ／１０ｍ

お お が ね ９０°±０．０１ °

単３アルカリ乾電池 （ Ｌ Ｒ ６／１ . ５ Ｖ） × ４ 本

ろく:約40h、さげふり+ろく:約17h、大矩・通り芯＋ろく:約8h使 用 時 間

電 源

使用温度範囲 ０℃～５０℃

電池交換表示 電池交換表示ＬＥＤ（黄色）点灯

防塵防水性能 保護等級　Ｉ  Ｐ ５ ４

寸 法 径 φ ８ ５ ｍｍ ｘ 高さ １ ９ 5 ｍｍ（突出部を除く）

質 量 １ .  1 Ｋ ｇ （乾電池含む）

三 脚 ネ ジ Ｗ ５ ／ ８

標 準 付 属 品 単３アルカリ乾電池４本、収納ケース、レーザ－透視メガネ

肩掛けベルト、エレベーター三脚ミニ（TK00LM1001)

※ 仕 様 お よ び 形 状 な ど は 改 良 の た め 変 更 す る 場 合 が あ り ま す 。

※ 仕 様 値 は 使 用 環 境 条 件 等 に よ り 異 な り ま す 。

レーザー投射光

ﾗｲﾝ切替ﾓｰﾄ ﾞ

[水平ラインポイント] [垂直ラインポイント]

明るい環境でもライン光の位置がわかるポイント光を同時に投射します。

このたびは マキタ屋内･屋外兼用墨出し器をお買上げいただき

誠にあり がとうございます。

ご使用に先立ち、この取扱説明書をお読みいただき本製品の

性能を十分ご理解の上で、適切な取り扱いと保守をしていただき、

いつまでも安全に能率よくお使いくださるようお願い

申し上げます。なお、この取扱説明書はお手元に大切に

保管してください。

本製品を 安全にお使いいただく ために、 この取扱説明書では注意事項

注 意

警 告

取り扱いを誤ると使用者が傷害を負う可能性ま

絶対に分解や改造をしないでください。

本機はレーザー光を投射します。レーザー安全基準（JI S C 6802：2005）

安全上の注意

すので、ご使用前によくお読みの上必ずお守りください。

[使用上の注意]

［お手入れについて］

防塵防水仕様

ラインポイント

ラ イ ン 幅

ライン投射角

ス ポ ッ ト 径

ヒュ－マンハードウェアのマキタ

ひとの暮らしとすまいのために･･････

ＳＫ３０8ＰＨ、SK308Pのみ

ESD保護対策

■ ＥＳＤ（静電気放電）保護対策
帯電した人・物体が本機に接触（または接近）すると、激しい放電

が発生する場合があります。本機は国際規格 IEC 61000-4-2の

レベル　4　（自然界に存在するレベルの放電）をクリアしています。

Ｅ Ｓ Ｄ 保護対策 レベル　：　4　　（国際規格 I E C 61000-4-2）

（ＪＩＳ　Ｃ　0920）

SK308PHZ
SK308PH

耐衝撃・高輝度

防塵防水仕様

ESD保護対策

耐衝撃

SK308PZ
SK308P

ラインポイント

ＳＫ３０8ＰＨ／ＳＫ３０8ＰＨＺ ＳＫ３０8Ｐ／ＳＫ３０8ＰＺ

各1.0ｍＷ以下(クラス1Ｍ)

本機は耐衝撃構造ですが、あらゆる衝撃に対して耐えうるものではありません。

■ 高輝度ラインポイントについて
高輝度ラインポイントは従来機の約２倍の輝度です。（当社比）

（SK308PH、SK308PHZのみ）
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取扱説明書
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ＳＫ３０8ＰＨ／ＳＫ３０8ＰＨＺ
屋内・屋外兼用墨出し器
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ご使用ください。

■

■

■を次のように使い分けています。いずれも安全に関する重要な内容で

のクラス２Ｍまたは1Ｍに準拠していますが、以下の内容に注意してください。

取り扱いを誤ると使用者が死亡または障害を負う

可能性のある内容です。

光学器具で直接レーザー光を見ないでください。

望遠鏡やルーペなどでレーザー光を直接見ると危険です。

レーザー光を直接のぞかないでください。

レーザー光路は眼の高さを避けてください。

レーザー光路に立ち入らないようにしてください。

レーザー光路に反射物を置かないでください。

レーザー光を他の人に向けないでください。

たは物損事故が発生する可能性のある内容です。

本機を分解、改造すると故障、感電の原因となります。

長期間ご使用にならない場合は乾電池を取り出してください。

乾電池から液が漏れ出して、故障の原因となります。

使用者への安全教育についてレーザー光の性質、危険性などに

ついて、十分ご理解の上ご使用ください。

レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。

障害が疑われる場合は速やかに医師の診断を受けてください。

製 造 番 号

保 証 期 間

取扱販売店名

住 所

電 話 番 号

保 証 書

保証規定
１. 本製品が故障した場合はお買上げ日から満１年間無償修理を致します。

お買上げ店または当社営業所にお申しつけください。
２. 修理の際は必ず本保証書を添付の上お申しつけください。

ご提示のない場合は本保証書の無償修理期間中でも有償になります。

本保証書に取扱販売店名および購入日を保証期間の欄に記載してください。

記載のない場合は、無償修理にならなくなります。
３. 次の場合は保証期間中でも有償修理になります。

使用法の誤りや、落下・衝撃などによる故障

正規付属品以外のものを使用しての故障

泥、砂、水かぶりなどによる故障

天災、火災などによる故障

当社以外の修理、改造された場合の故障

保管上やお手入れの不備などによる故障
４. 電池などの消耗品、収納ケースなどの付帯品とそれらに起因する損傷、

本機の特徴 主要機能

安全・使用上の注意事項

作業前には点検を行い精度を確認してください。

精度の確認方法通りに、作業前に必ず精度確認を行ってください。

点検しないと、誤差が生じた場合に誤った作業をすることになります。

詳しくは、【 精度の点検】をご覧ください。

強い振動・衝撃を与えないでください。

過度な衝撃は破損や性能低下をまねくことがあります。

振動や衝撃が加わった場合には精度の点検を行ってください。

本機を移動させるときは電源をＬＯＣＫ-ＯＦＦにしてからお持ちください。

作業が終了したら電源スイッチをＬＯＣＫ－ＯＦＦ側にいっぱいまで回してください。

電源がＯＦＦになるのと内部がロックされます。電源スイッチは途中で止めないでください。

ロックが不十分だと移動の際、内部に大きなダメージが加わる可能性が高くなります。

異常が認められた時は、本機をお使いにならないでください。

すぐに使用を中止して、お買い上げ店または、最寄りの当社営業所にお申し付けください。

ライン光の交点およびポイント光付近では受光器を使用しないでください。

水平ライン光と垂直ライン光との交差付近およびポイント光付近ではレーザー光の出力が

高まるため受光器での検出ができませんので本機を水平回転させるか検出位置を変更して

ライン光上のポイント光は明るい場所などでラインがはっきりみえないとき

の目安とするものなので、ポイント光で墨出し作業はしないでください。

ラインポイント光は水平ライン光と垂直ライン光の交差付近および垂直ライン光の所定の

位置に調整されていますが、精度を保障するものではありません。

電源スイッチをＯＮ側に回してレーザーが点灯しない場合は、本体を２,３回

軽く振ってください。

本機を２,３回軽く振ってもレーザーが点灯しない場合は、使用を中止して、お買い

上げ店または、最寄りの当社営業所にお申し付けください。

運搬する場合は収納ケースに入れて運んでください。

本機は必ずケースに入れ、高温、多湿、振動、ほこりの多い場所を避けて

保管してください。

レーザー光射出口の窓は光学ガラスを採用しているため汚れると高精度

の検出ができなくなることがありますので、柔らかい布などでふき取って

ください。

本機が汚れたときは、乾いた柔らかい布でふいてください。

汚れがひどいときは、水にひたした布をよくしぼってふき取ります。

その後、もう一度乾いた柔らかい布で水分をふき取ってください。

・ アルコール、ベンジン、シンナーなど揮発性のものは使わないで

 ください。

 (変色、変形、変質など故障の原因になります。）

よう衝撃性を向上しました。（当社同等品と比べて）

本機に直接衝撃を受けた場合に性能を著しく損なうことがない

耐衝撃性向上について

防塵・防水仕様について
保護等級 Ｉ Ｐ ５ ４ ですので屋外での作業にもご使用になれます。

故障の原因となることがあります。

本機は保護等級 Ｉ Ｐ ５ ４ ですが水洗いはしないでください。

（ １ ０ ｍ 先で床面から約 １ . ５ ｍ 上方）を投射します。

垂直ラインポイントは垂直ライン光の水平位置から少し上方にポイント光

水平ラインポイントは垂直ライン光との交点付近にポイント光を投射します。

ラインポイントについて

光 源  赤色半導体レーザー

波 長  ６３５ｎｍ（スポット光６５０ ｎｍ）

 各２.５ｍＷ以下(クラス２Ｍ)光 出 力

 １ . ５ ｍｍ（下部スポット光）

 ２．５ｍｍ／１０ｍ

 垂直 1 3 0 °± 1 0 ％ 、水平 1 4 0 °以上

３モード（ろく、さげふり・ろく、おおがね・通り芯＋ろく）

受 光 器 ﾓ ｰ ﾄ ﾞ

指 示 方 式

鉛直指示範囲

制 動 方 式

精 度

２モード（通常:連続点灯、受光器モー ド:受光器用パルス点灯）

ジンバル機構による自動鉛直水平指示

（鉛直水平センサーにより範囲外は消灯で警告）±２ ．５°

マグネットダンパー方式

投 射 光 ±１ｍｍ／１０ｍ

お お が ね ９０°±０．０１ °

単３アルカリ乾電池 （ Ｌ Ｒ ６／ １ . ５ Ｖ） × ４ 本

ろく:約40h、さげふり+ろく:約17h、大矩・通り芯＋ろく:約8h使 用 時 間

電 源

使用温度範囲 ０℃～５０℃

電池交換表示 電池交換表示ＬＥＤ（黄色）点灯

防塵防水性能 保護等級　Ｉ  Ｐ ５ ４

寸 法 径 φ ８ ５ ｍｍ ｘ 高さ １  ９ 5  ｍｍ（突出部を除く）

質 量  １  .  1 Ｋ ｇ （乾電池含む）

三 脚 ネ ジ Ｗ ５ ／ ８

標 準 付 属 品 単３アルカリ乾電池４本、収納ケース、レーザ－透視メガネ

肩掛けベルト、エレベーター三脚ミニ（TK00LM1001)

※ 仕 様 お よ び 形 状 な ど は 改 良 の た め 変 更 す る 場 合 が あ り ま す 。

※ 仕 様 値 は 使 用 環 境 条 件 等 に よ り 異 な り ま す 。

レーザー投射光

ﾗｲﾝ切替ﾓｰﾄ ﾞ

[水平ラインポイント] [垂直ラインポイント]

明るい環境でもライン光の位置がわかるポイント光を同時に投射します。

このたびは マキタ屋内･屋外兼用墨出し器をお買上げいただき

誠にあり がとうございます。

ご使用に先立ち、この取扱説明書をお読みいただき本製品の

性能を十分ご理解の上で、適切な取り扱いと保守をしていただき、

いつまでも安全に能率よくお使いくださるようお願い

申し上げます。なお、この取扱説明書はお手元に大切に

保管してください。

本製品を 安全にお使いいただく ために、 この取扱説明書では注意事項

注 意

警 告

取り扱いを誤ると使用者が傷害を負う可能性ま

絶対に分解や改造をしないでください。

本機はレーザー光を投射します。レーザー安全基準（JI S C 6802：2005）

安全上の注意

すので、ご使用前によくお読みの上必ずお守りください。

[使用上の注意]

［お手入れについて］

故障については本保証書は適用されません。

屋内・屋外兼用墨出し器

高輝度ラインポイント

本製品は当社の保証規定に基づき品質の保証を致します。

〒 ４ ４ ６ -８ ５ ０ ２ 愛知県安城市住吉町３ -１ １ -８

ＦＡＸ．０５６６－９８－６６４２
ＴＥＬ．０５６６－９８－１７ １ １ （代表）

型 式

防塵防水仕様

ラインポイント

ラ イ ン 幅

ライン投射角

ス ポ ッ ト 径

ヒュ－マンハードウェアのマキタ

ひとの暮らしとすまいのために･･････

ＳＫ３０8ＰＨ、SK308Pのみ

ESD保護対策

■ ＥＳＤ（静電気放電）保護対策
帯電した人・物体が本機に接触（または接近）すると、激しい放電

が発生する場合があります。本機は国際規格 IEC 61000-4-2の

レベル　4　（自然界に存在するレベルの放電）をクリアしています。

Ｅ Ｓ Ｄ 保護対策 レベル　：　4　　（国際規格 I E C 61000-4-2）

（ＪＩＳ　Ｃ　0920）

SK308PHZ
SK308PH

屋内・屋外兼用墨出し器

ＳＫ３０8Ｐ／ＳＫ３０8ＰＺ

耐衝撃・高輝度

防塵防水仕様

ESD保護対策

耐衝撃

SK308PZ
SK308P

ラインポイント

ラインポイント

ＳＫ３０8ＰＨ／ＳＫ３０8ＰＨＺ ＳＫ３０8Ｐ／ＳＫ３０8ＰＺ

各1.0ｍＷ以下(クラス1Ｍ)

本機は耐衝撃構造ですが、あらゆる衝撃に対して耐えうるものではありません。

■ 高輝度ラインポイントについて
高輝度ラインポイントは従来機の約２倍の輝度です。（当社比）

（SK308PH、SK308PHZのみ）



A

5m

B

A’

AB

B’

鉛直点

5m

3m

１ ． ４．

５ ．

■

■

【 ループバックスイッチ方式 】

■

■

3 ．

２ ．

■

各部の名称

標準付属品と別販売品 精度の点検

使用方法

本　　機

操作パネル

垂直レーザー光射出窓
（3ケ所）

水平レーザー光射出窓

ストラップ

操作パネル

受光器モード表示ＬＥＤ

受光器モード切替スイッチ

電池交換表示ＬＥＤ

モ－ド切替スイッチ

ゴム足

床面が滑りやすいときにご使用ください。

ゴム足は標準装備されています。 

凹凸のあるコンクリート床などでは、 取り外

して使用することができます。

ライン光の切替えできますので

作業に応じて選択してください。
受光器モード：ライン光が見えにくいときは

受光器（別販売品）を使用してください。

受光器を使用する場合は必ず受光器モード

に切り替えて使用してください。

電池の容量が低下したときに、

ＬＥＤが点灯して知らせます。

新しい電池に交換する用意を

してください。

受光器モード設定時にＬＥＤ

が点灯します。

電池ボックスに単３アルカリ乾電池を入れます。

電池蓋のフック部を矢印方向から差込んでください。

防塵・防水構造になっています。

ＬＯＣＫ

ＯＰＥＮ

本機を水平にします。円形気泡管の泡を赤い円の中央に

くるように調整ゴム脚を回して調整します。

水平ライン光が投射します。

円形気泡管

電源スイッチをＯＮにしてください。
「カチッ」と音がするまで回してください。

電源スイッチをＯＦＦにします。

ゴム足は床面にキズを付けたくないときや

電源スイッチは途中で止めないでＬＯＣＫ－ＯＦＦ側

にいっぱいまで回してください。

内部がロックされます。

電源スイッチは途中で止めないで

いっぱいまで回してください。

※　ろく（水平ライン光）の高さはエレベーター三脚ミニ（TK00LM1001）を使用すると

容易にあわせることができます。

下部スポット光を地墨にあわせると天井に鉛直点を投射します。

下部スポット光

ろくモード さげふり・ろくモ－ド おおがね・通り芯＋ろくモード

作業に応じて投射ライン光のモードを切替えます。

モード切替スイッチ

標準付属品一式 初めてご使用の際は、必ず以下の製品がそろっていることを確認してください。

②　単３形アルカリ乾電池 　 ----------- ４

①　ＳＫ３０８ＰＨまたはＳＫ308Ｐ本体　　　 --　１

③　取扱説明書　　　　 　 　-------------- １

④　収納ケース　　　　　　　--------------- １

⑤　肩掛けベルト　　　　　 　--------------- １

⑥　レーザー透視メガネ　　 　 - --------- １

収納方法
※　単３形アルカリ乾電池は
　　　取扱説明書に同封

※　バイス（別販売品）

別販売品

・受光器(ﾊﾞｲｽｾｯﾄ品）

 部品番号(TK00LD6001)

・受光器(ﾊﾞｲｽｾｯﾄ品）

 部品番号(TK00LD3001)

・受光器(ﾊﾞｲｽｾｯﾄ品）

 部品番号(TK00LD7001)

部品番号(TK00LM1001)

※ 　ＳＫ３０8ＰＨＺおよびSK308PZ

は別販売品

点検して誤差が大きい場合は、お買上げ店または、最寄りの当社営業所にお申し付けください。

①両壁まで約５ｍの中央に本機を設置します。

②気泡管の泡が赤い円印の中央にくるよう

調整します。

③壁面に投射させた水平ライン光の位置に

印（Ａ）をつけます。

④本体を１８０°回転させ水平ライン光の位置に

印（Ｂ）をつけます。

⑤本機を壁面から1ｍ離した位置に移動し、

気泡管の泡を中央に調整します。

⑥先ほど印したＢ点付近の水平ライン光の

位置に印（Ｂ’）をつけます。

⑦本体を１８０°回転させ水平ライン光の位置に

印（Ａ’）をつけます。

（Ａ－Ａ’）と（Ｂ－Ｂ’）の差が1ｍｍ以内であれ

ば正常です。

⑧本機を回転し水平ライン光の左端から右端

まで先に記した点（Ａ’）との差を確認します。

Ａ’点とのズレが０.５ｍｍ以内であれば正常

です。

２．鉛直点精度と垂直ライン精度の点検

①床から約３ｍ離した壁面に「下げ振り」を

設置します。

②本機を壁面から３ｍ～5ｍ離して設置します。

③気泡管の泡が赤い円印の中央にくるよう

調整します。

④さげふり・ろく または おおがね・通り芯+

ろくモードに切替えます。

⑤天井に投射された鉛直点を観測しながら

本機を水平回転させます。

鉛直点がライン光の幅以上に動かなければ

正常です。

⑥本機を水平回転させ垂直ライン光を「下げ

振り」の糸に一致させます。

回転微調整つまみを使用すると正確に合わ

せることができます。

垂直ライン光と糸が合っていれば正常です。

回転微調整つまみを回して重くなったら回

転を止め、つまみ を逆方向に戻し、本体の

回転で概略合わせてからもう一度つまみ

で合せて下さい。

微調整つまみ

１．水平ライン精度の点検

外部三脚取付ネジ穴

下部スポット光射出窓

微調整つまみ

電源スイッチ

電池蓋

電池蓋開閉つまみ

円形気泡管

ゴム足

調整ゴム脚

※　受光器（別販売品）

ろく さげふり
ろく

おおがね
通り芯
ろく

①
②

③

④
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑬
⑫

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

①

②

③

① ② ③ ④ ⑤

① ②③

④

⑤

⑥

回転雲台付エレベーター三脚ミニ　---------- １

⑦

⑦　

----

フック部を電池ボックスの穴
（２か所）に確実に入れてから
開閉つまみを回してください。

穴

穴

脚部は衝撃を吸収構造を採用しています。

図はＳＫ308ＰＨを使用
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■
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【 ループバックスイッチ方式 】

■

■

3 ．

２ ．

■

各部の名称

標準付属品と別販売品 精度の点検

使用方法

本　機

操作パネル

垂直レーザー光射出窓
（3ケ所）

水平レーザー光射出窓

ストラップ

操作パネル

受光器モード表示ＬＥＤ

受光器モード切替スイッチ

電池交換表示ＬＥＤ

モ－ド切替スイッチ

ゴム足

床面が滑りやすいときにご使用ください。

ゴム足は標準装備されています。 

凹凸のあるコンクリート床などでは、 取り外

して使用することができます。

ライン光の切替えできますので

作業に応じて選択してください。
受光器モード：ライン光が見えにくいときは

受光器（別販売品）を使用してください。

受光器を使用する場合は必ず受光器モード

に切り替えて使用してください。

電池の容量が低下したときに、

ＬＥＤが点灯して知らせます。

新しい電池に交換する用意を

してください。

受光器モード設定時にＬＥＤ

が点灯します。

電池ボックスに単３アルカリ乾電池を入れます。

電池蓋のフック部を矢印方向から差込んでください。

防塵・防水構造になっています。

ＬＯＣＫ

ＯＰＥＮ

本機を水平にします。円形気泡管の泡を赤い円の中央に

くるように調整ゴム脚を回して調整します。

水平ライン光が投射します。

円形気泡管

電源スイッチをＯＮにしてください。
「カチッ」と音がするまで回してください。

電源スイッチをＯＦＦにします。

ゴム足は床面にキズを付けたくないときや

電源スイッチは途中で止めないでＬＯＣＫ－ＯＦＦ側

にいっぱいまで回してください。

内部がロックされます。

電源スイッチは途中で止めないで

いっぱいまで回してください。

※　ろく（水平ライン光）の高さはエレベーター三脚ミニ（TK00LM1001）を使用すると

　　容易にあわせることができます。

下部スポット光を地墨にあわせると天井に鉛直点を投射します。

下部スポット光

ろくモード さげふり・ろくモ－ド おおがね・通り芯＋ろくモード

作業に応じて投射ライン光のモードを切替えます。

モード切替スイッチ

標準付属品一式 初めてご使用の際は、必ず以下の製品がそろっていることを確認してください。

②　単３形アルカリ乾電池 ----------- ４

①　ＳＫ３０８ＰＨまたはＳＫ308Ｐ本体　　　 --　１

③　取扱説明書　 -------------- １

④　収納ケース　 --------------- １

⑤　肩掛けベルト --------------- １

⑥　レーザー透視メガネ　　 - --------- １

収納方法
※　単３形アルカリ乾電池は

取扱説明書に同封

※　バイス（別販売品）

別販売品

・受光器(ﾊﾞｲｽｾｯﾄ品）

部品番号(TK00LD6001)

・受光器(ﾊﾞｲｽｾｯﾄ品）

部品番号(TK00LD3001)

・受光器(ﾊﾞｲｽｾｯﾄ品）

部品番号(TK00LD7001)

部品番号(TK00LM1001)

※ 　ＳＫ３０8ＰＨＺおよびSK308PZ

は別販売品

点検して誤差が大きい場合は、お買上げ店または、最寄りの当社営業所にお申し付けください。

①両壁まで約５ｍの中央に本機を設置します。

②気泡管の泡が赤い円印の中央にくるよう

　　調整します。

③壁面に投射させた水平ライン光の位置に

　　印（Ａ）をつけます。

④本体を１８０°回転させ水平ライン光の位置に

　　印（Ｂ）をつけます。

⑤本機を壁面から1ｍ離した位置に移動し、

　　気泡管の泡を中央に調整します。

⑥先ほど印したＢ点付近の水平ライン光の

　　位置に印（Ｂ’）をつけます。

⑦本体を１８０°回転させ水平ライン光の位置に

　　印（Ａ’）をつけます。

（Ａ－Ａ’）と（Ｂ－Ｂ’）の差が1ｍｍ以内であれ

ば正常です。

⑧本機を回転し水平ライン光の左端から右端

　　まで先に記した点（Ａ’）との差を確認します。

Ａ’点とのズレが０.５ｍｍ以内であれば正常

です。

２．鉛直点精度と垂直ライン精度の点検

①床から約３ｍ離した壁面に「下げ振り」を

　　設置します。

②本機を壁面から３ｍ～5ｍ離して設置します。

③気泡管の泡が赤い円印の中央にくるよう

　　調整します。

④さげふり・ろく または おおがね・通り芯+

　　ろくモードに切替えます。

⑤天井に投射された鉛直点を観測しながら

　　本機を水平回転させます。

　　鉛直点がライン光の幅以上に動かなければ

　　正常です。

⑥本機を水平回転させ垂直ライン光を「下げ

　　振り」の糸に一致させます。

　　回転微調整つまみを使用すると正確に合わ

　　せることができます。

　　垂直ライン光と糸が合っていれば正常です。

回転微調整つまみを回して重くなったら回

転を止め、つまみ を逆方向に戻し、本体の

回転で概略合わせてからもう一度つまみ

で合せて下さい。

微調整つまみ

１．水平ライン精度の点検

外部三脚取付ネジ穴

下部スポット光射出窓

微調整つまみ

電源スイッチ

電池蓋

電池蓋開閉つまみ

円形気泡管

ゴム足

調整ゴム脚

※　受光器（別販売品）
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回転雲台付エレベーター三脚ミニ ---------- １
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----

フック部を電池ボックスの穴
（２か所）に確実に入れてから
開閉つまみを回してください。

穴

穴

脚部は衝撃を吸収構造を採用しています。

図はＳＫ308ＰＨを使用



使用上のご注意

安全・使用上の注意

＊ACアダプタ（別販売品）は専用のものを使用してください。 
USB用アダプタ（別販売品）を使用する際には専用の電源供給ケーブル（別販売品）を介して本機に接続して

ください。

火災や故障の原因となります。

ＡＣアダプタ・ＵＳＢ用アダプタの使用方法 

＊ACアダプタを使用する場合  
DCジャックカバーをはずします。 
別販売品の専用ACアダプタをAC電源に接続します。 
本機の電源スイッチがOFFになっていることを確認して 
DCジャックプラグを本機のDCジャックに挿入します。 

＊USB用アダプタを使用する場合 
DCジャックカバーをはずします。 
別販売品のUSB用アダプタにバッテリを接続します。

本機の電源スイッチがOFFになっていることを確認して

電源供給ケーブルをUSB用アダプタと本機のDCジャックに挿入します。 
USB用アダプタの電源スイッチをONにした後、本機の電源スイッチをONにしてください。 

注意
USB用アダプタは、専用の電源供給ケーブルを介して接続してください。 

＊エレベータ三脚（別販売品）でUSB用アダプタを使用する場合 
USB用アダプタに別販売品のハンドストラップを取り付けてください。 
エレベータ三脚の固定ネジをしっかりと固定した状態で、図のようにハンド

ストラップを固定ネジにかけて、USB用アダプタをご使用ください。

固定ネジが緩んでいると落下によりUSB用アダプタの故障や電源供給ケーブルの

断線、USB端子やDCジャック部の故障の原因となります。

別販売品

USB用アダプタ   USB用アダプタ 電源供給ケーブル ハンドストラップ

(ADP06) (ADP05) (A-60171) (A-59972)
スライド式 Li-ion 10.8V用 スライド式 Li-ion 14.4-18V用

専用ACアダプタ

TKALV42150 

DCジャックカバー

DCジャックプラグ

DCジャック




